
(ー) 昭和29年7月10日(毎月1回発的 町 の 便 り
あ況下 お熟退顔あてた上 れ伊上十~ ，--.-三-.... 下は り々落とな るあ洲た適 たぬ察会必 y ま上の
るにに酷気心席想つ、わっ新た藤に日育長めづ芸まぐ、 区画今まなが中動川のり市と E漢の箆しを早大のこる役適

おま需品詐2吉見γ雲寺ぷ喜((緑樹}日子美諸問ZEZ挺刊訂習でおれ投開
かてれ左ーな演人廻で及瀕年決 氏、七夕年'(彊藍謹日団泉大。をうの見がりでへま断心りのそ、議ので、町嬰模
と、て右恩さがりあ婦励違憲 を経時。団 、河高崎 }絡の洲 与を中せ大まあのせをのま注の内会構あひ欝望の
云背い雨ひれ多、る人のにに 招山半l主主 誌の繕市 へ決間た洲ずつ声う誤注し意向外内想。た会に可
う年る勢がたく聞が暦思対燃 い商か去健 三監緊議組連 たす部なと。たな。ま意たをふのににま向の応村
テ問カし議、も吋のひすえ て大らるの 円程決に設 こるにら共 ときそらで。払処情特先すき殿へ結 - ~ 
J 如国のた師最中聴参をるて 催教佼六万? -- flも成の とのあ、に も協れなあ つを勢別立。な想て成 闘茸，...

流量言。は訪れ庁舎哩還さ両 年持品童話為市喜詩集2R訪日ミド王町一

語語話器官能35j;7i傍のじっ日号22ii?島15ifiiitaid??
のに、内いるしを l欧文事条につ家聯カの演、 長多い温学協会建月し月報ののよ況しれでの叉従に政て迫壬:l~為

¥配李暴露2間別対Ytt討22聴タ悼碑控警官官手言語ZiF諸官PF訳ミ俳璽事
がて育けがが民の行生悶侵聴云ての臼をた 設よ打の事に原関 。のみ l主主主 要こと諸次時ら多にてい 17下 一
飛の年るら了族か 2奇麗満し主役への常政極も 譲り合後誇ス案逮臨 撲で、に をれな氏の欝ば〈於長ま一 刀¥
び、団刑つ触で、は施洲てかるソ定資言の感 Sのせ地負り通す時 様あ既四 抄らつも様会毎の含浜すーに J 
字票日日出官官同開22忘 れま警需給議 Z2Mh日益事長問。斗強私
等間想令、なとはな破に聯、川、定とる わりにの決議曾 知す紙脇 てのでに々足回をて休 県間目

の 誇っこを費 介こ人 こま鵜読よる うい題そ-，(}得班でけあ促 や々萎の三穫のた <> 時1 ¥ 
全保るほろ体時半そ人とはたとう呑んくこ筆なてにれ寸議てと、たり進去 百折員で島西でい育 ヱ ロ ~ 11m 
ぺらもにを験対しのごソとだ。みだ読と者づゐ関だ変豆、し大いと法る 品衛長、町田あと島 ユ1・せ組とれ設 、 }て主 111 出---三~一司
てばの鰯さし詰て如と聯えとこにも警ではげるしけっさ熟、野としの四会月がが町の県つ云に厚月る合の、 ヲネ c_ I11隆三三話笠主主 陣

営そでれへて区現くくをば思れしのずら常るこて老たき心西地の、内月併十室、議医議たふ民生十この関出願 o. 1I ~一一一ー一一一 i 

思25謀長官312fiF雪崩35詰ii黙認昔前13422宣言語長熱 11 品~ff*;!ß'" I i 
て果云ではの惨磁陶、たび に込今し日さ 0 方関もあ誌がの所あ説い員委町た出西合せず久い長 。をいはが a臨 11 長筒町役場全〈

芝主令金言雪主君事号需主 寄生雪Z交Zt2823Z震雪之雪量全員村。売量i生どと五出 議2重量問 11 印刷所岸本印刷所J ト 1

のそ をしと活所る来をの なしにのはれ て抱問が義れも首の受欝は曾 種生た、のもい張 さ向者さ 11 電装212番

で よをれる然鹿兵徴思を族てて特うの万て只かぎ軍政三洋繰ス 舎を 熟今委 命し育員行額組 。'で準ぞ
あ何い以ん、とげを兵日うあ性もの私性そ論あ左書と議案 E議、上の会 決 321心村員育 子成長ふ済織育 者あに P
るものっと即したも制本 0 げを来煮はをだをる様い云誌をに案特充最計 五銭佼済今帥]営頭るに組な経会島 五 Oによこ委を島 五
かソでてすちて傾辞度の つ異な志日持と掲 oにたふ受逐伴を 用後間臨月し員的後す母に問こ組合討演の漁極月 協りと員検漁 月たた質
ら聯あ与る我闘向せを今 らにいを木つあけこ信もとぷ保ふ畷別、的鎖時廿たと援のる休つ制と合長議委合協済廿 力、 L会討業 十。な歩

兵皇官雪妻名在51長2u一室会ご32J、口実i霊21言語翼民町九 訳書:与主義。君猛毒星雲量合一 言語片品情総四 室蓄
を路 結に前よしずし街 要他もの日るりのうんみ見守 条、追会を処議日 すつに 0 るのけ よ合め司議に同日 請合黒合次組務日 ZL 
対し 集つにい国る、手 は所置に本様割ば人でにて S何例地加計行す曾 るい於 こ強て りがら会がつ委総 さの川岡田合委 国

警と ZE富2奇習東京 と?慢T22品Z52ZZ§な円高室岩会議 2 5 2 主Z望 書皇長率芝=員務 詰重喜喜52E Z品
し国 ぱ識さあ敢馬派、 とと民見しるるは他のい、さ:原改法の更き出 新経勧援還す的局にれ爾曾 ‘会な委を、部曾 の促

り;こ利しし々ははさ合かこ いと保備い絡に嫌は様て史し会にの町年 争すれ擦のん遼ベ成るし 協地 <>-検い 3 2 1 案
ポfと国いくに云率せひぬきそか云障はに持定だななのきたにつで政間 ムる、沢でにしき発とて結議払前 ム討か委にの淳ら生に育会今宵次通

三I":;:官家主、とへろょに国おれ 0 うや全強すめ、い銭軍兵。対き伎に税 ハこ個爾あ索、態畏云も局 下爵 ハ党、負つ共本報委つ島の村島いり
け体交張そっ現そう出情ろを だ霊安廃化るて憲。分備室 し酒場一枚 月と人委るり両度のふー払 共会 月附貸会い願商告員き医経密漁マ司

君52:iigj?話;iEii321R吟罫諮鵠主52521百22igl賢官託i;弓;fiziiigf
のも建備に効れ片様瓦ソ似カ いその笑衡国こもをな替 をり入選し委日たに委にと妥こ見町てて とさぞ委経 が下樫町多 つ席耳事告長にに。
でや設反依果て鱗なに聯ての の間金の手内れう云い登 示総事きも員 。於員はに協のて様他も にれ員済 よげ洛有石 て瓦の j折 よ関終

主主計毛主主存事喜拍襲 525官官重富署立主5長霊童話合 長会325薬品会長草花曾港 区手書室塁塁言霊主主 Tii
ら L ふ平百T三人と方りきつを なよ会軍大を確は要う受 問員等た、 当離、たせにる育てに て有 漕 のよ雨下社 か厚遇 員二一→!

せ習通段抜彼し る性〈向い秀然のなとのにいへれう誌こ } は員芭 式巾て業リ 〈日京獲
い制じ、き等て今 0を向をな民と歴い職か追の方向点と 321れ長副本 h荷五現分 ν明 G予報帰中得末 爾ず

に度て即にのい日 発け誤い族し史ソ業。聞だのな今§に之こよき務管新離るつ水の員1専し授勤雇たを議委同佼十おのグ年法告町での永 岡j

言24長I号;:雪之242互ZFZ?主?君主Efi言自ら主翼喜望2喜02蓄2Z語炉事?2ZT塁i差益率判長喜糧主主とヰ霊 長;ス
か壊本育う巧設リ れてい去木界り。白とけ。そいアむし度空会ろ実現首生島 ものと置法者寄るしあに出に神設長内新加算』ζoのた果性 ム'-'"( 
ずせのととみ智力 げ再たに質に日目ともれゼうとメ nた化当常員上めじに 慢今ずはにを記者てる慎席は併の三県たしのつ 成が係守 宮
、ん民云しに識を よびも於を誇木本は思ばが沢云リ誌 ρ す性駐の、、た対 宣後る倫基詮補の三が重し満員こ O道なたガ'Y門 果 去官明 智

新と族すて貝人目 いそのて失り民に認想な何山ふぺ るを者出従島上し にの 0研〈衡に中ケ 0若手、野町と米副要。ーい をると年 ト三
学す性い、本らの ののをそっ得族はめとら故は様で介 。確を張前内水て 検性花究学す引当年 議黒、吹がのひ望継回て 次コ共度 し E

昨日詩吟碍で25誌芸短時日存立 空宇都訴時手院長官官吋叫討忘書RtE ZZE重=二i
t ESi努ご計学ZdiUEt九日d品詑設ii松川i町空間 432 12R2畏 叶四日一@主富士肱AZ!添
いをとにる等ぬジ生ねしベ偏Eふ聯気せて細とせせはヲ不精すき研月下村ハに基す町決組検組す組とた向浜 ハ日七、年た干水成聯と m大さ iJそ円
か堀 1幻。に精アきててき頗しのにがといを思ねて、ポ識拘る合究二区合月諮本る有定合討織る合この組農 月白百建度上八活上もに口きれ E官時
。り(惜定恥神のて云実でなくかはな云て選ふば V にの訓自足、十町併ーる線 カす員ずに 組ろで合協経一枚万設完水年逗げあっ両なる l:!f臨
読まれ品22弓沼E4抗ht02専問官事討結雲促干 2ZTFZ官官皇室!:t時間里gV22時 iよ
長525t忠誠221721Z誌記;;片軒宮警官見 i5 322?12Ei;位百三2器53弓官
者う持な附持そにア族ぐのてら張よれ。も口題最風るカてり し村己員 た期 期 か 選 検 に求い 日打治省主で 0 題省をよた函
〉でつくけっしおには。帰許なはいと :.{.~をでも椴j大の um- 、自て曾 o fflJ 待 に を 討 諮めて il i司庁に事着 とと出うこ E

議等 321と ゆがが平明にる事がくそ
3 今 2 1 以でに剥し委第職ハ増発こう(算本るをさ宵を定でに農 0 主 --1:;上回急報っこ合

つ先育付石員青次上あ編分て員業員ど を消町立で年 設せ島十数、伶業 な に倒に告いとに産定結
た万島委f出陣島い各つ入終Ji約の委費議 主費民議 1 度 けるに名は従う委 る，定月も的努がてとよ婆さ論
旨に医員貯容漁で罷たす五三選員、出 体税税ス ー 吏為於に十求同員 議例一高で現あ潟、り佼れを
意師長蔵 協報案 る十十挙及小で とののは 般 員、け減五選委会 案町百め、せつ野関、のて直
志招よ庫 の色~ 三万費海学ほ し新減税 会 ー金る員名挙員法 す ら合した委係ヨ雪地いち
なへり敷 そに原、万を等区校、 て財額法 計 名島町すでに定の 拾議 れ併めが員町千方たに
e'い 地 の移雪警 は追を i漁害者育 八源と改 の をに政るあ依数一 つ曾 て気よ、長村延事の持
為の の 後り通 預加主業鰭島三と、 IE 追常駐を つるの害事 て 来還と兎よの期務で寄
打件留の り 備、体調費常万のたに加賀在担た萎改;;&見 たはのもり動さ所ある
切は 過佼 決 費官会と発駐の調ば件設 す所当 の員 IEIE る 。繍声角説向れのるペ

¥ i' 今、寺、
会一 γ

ルl

角

1
1
A
司

会

守、受官官司ト

第 4号

一』師臥関幽==』司一

ー場枠

長布、

一一一「一一
〆

ベ

し
た
が
独
り
厚
生
省
の
み
が
六

百
万
円
を
堅
持
し
て
譲
ら
ず
、

帰
町
道
に
決
定
を
見
な
か
っ
た

が
、
倫
目
的
達
成
に
努
力
す
る

@
下
水
道

K
つ
い
て

日
下
港
町
一
帯
に
四
百
五
十

万
円
の
橡
算
で
施
行
中
の
下
水

道
事
業
の
継
額
分
と
し
て
種
々

番
策
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
で
は
三
百
万
円
だ
け
の

確
約
仁
終
っ
た
o

伶
今
後
之
が

僧
額
に
努
力
す
る
。

倫
在
京
郷
土
選
出
代
議
士
諸

先
生
は
何
れ
も
元
気
で
夫
々
の

立
場
で
活
躍
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と

を
併
せ
て
報
告
致
し
ま
す
。

西
村
委
員
長
よ
り
報
告

終
っ
て
協
晴
樹
に
ス
り

-
一
撲
協
再
建
に
つ
い
て
は
‘

左
の
特
別
委
員
を
遺
伝
し

農
協
代
表
者
、
町
理
事
者
と

共
に
対
策
す
議
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

今
村
，
黒
川
村
上
、
上
回

大
西
、
藤
沢
各
議
員

2
起
軍
機
設
置
に
つ
い
て
は

業
者
聞
の
統
一
さ
れ
た
意

識
が
ほ
か
さ
れ
て
い
る
や

伶
疑
義
が
ら
り
、
理
事
者

に
新
て
実
情
を
調
査
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

其
の
他
数
件
の
協
議
を
終
句
、

午
後
五
時
閉
会
し
た
。

賦
課
鯵
右

一λ

木
年
度
か
ら
町
民
税

の
外
に
県
民
税
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
は
前
号
で
・

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
の
一

J

で
御
承
知
の
こ
と
〉
存
一
一

じ

ま

す

一

品

只
違
っ
た
の
は
税
淳
一
平

の
変
更
の
み
で
あ
句
友
一
み
比

し
て
、
従
前
の
超
過
て
白
川
隠
し

い
次
累
進
税
率
で
十
段
、
川
崎
J

階
に
別
れ
て
い
た
も
の
一

を
今
回
の
酢
百
で
単
純
一

累
進
税
率
に
切
替
へ
一

税
容
も
百
分
の
二
・
五
一

五
か
ら
最
高
百
分
の
七
・
王
道
一

の
聞
で
ご
九
四
段
階
応
細
別
し
一
一

課
税
対
象
額
が
千
円
乃
至
一
一
一
千
一

円
と
小
刻
み
に
分
類
さ
れ
て
い
一
片

る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
の
で
一

あ
り
ま
す
o

一

こ
の
計
算
方
法
に
依
り
ま
す
一

と
上
下
共
従
来
よ
内
務
分
づ
っ
一

怪
滅
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ふ

り
ま
す
が
、
今
試
み
に
町
民
税
一
二

と
庄
市
民
税
と
を
合
せ
℃
一
万
円
一

以
ヒ
を
納
税
さ
れ
る
方
々
を
拾
一

T

-
っ
て
み
ま
す
と
除
数
八
十
七
名
一
手

山

木

湖

舟

一

一

5

一
中
、
給
与
所
得
者
が
四
五
名
刊
一

梅
雨
晴
や
隼
に
む
つ
き
の
乾
き
一
事
業
所
得
点
唱
が
凶
ご
名
、
路
々
一

お

り

一

半

身

の

形

で

あ

り

ま

す

。

一

梅
雨
の
宿
回
覧
制
の
雑
誌
来
る
一
県
民
税
の
創
設
に
依
り
町
民
一
一

西
村
朗
月
一
税
の
わ
く
が
食
い
荒
さ
れ
る
わ
一

荒
墜
に
カ
ニ
の
這
い
る
梅
雨
の
一
け
で
あ
り
ま
す
が
、
之
に
変
つ
一

納

屋

一

て

た

ば

こ

消

費

税

が

新

に

ス

つ

一

梅
雨
情
き
仏
壁
に
灯
を
奉
る
一
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
全
般
の
一

雲

瀬

海

洋

一

一
税
収
の
商
で
は
多
少
プ
ラ
ス
に
一

し

と

み

戸

の

開

か

ぬ

儀

の

梅

雨

一

皿

一
な
っ
て
参
り
ま
す
。
と
の
増
徴
一

の

宿

一

分

に

つ

き

ま

し

て

は

ま

概

念

ム

紙

魚

お

と

す

天

保

よ

り

の

系

図

一

「

一

と

一

よ

く

椅

談

致

し

ま

し

て

慶

兆

有

一

カ

カ

高

左

木

芳

一

効

適

切

に

活

用

致

し

た

hz
ヱ

一

じ

て

い

ま

す

。

一

山

ガ

ニ

の

一

追

う

玄

関

を

開

き

け

一

一

一

住

民

税

高

類

納

税

者

調

一

'
hリ
d

-

掴

一

(

単

位

千

円

)

一

そ

れ

ぞ

れ

に

カ

、

一

一

怒

ら

せ

て

子

一

一

一
①
で
八
六
黒
川
時
谷
一
一
一

等

楽

し

一

一

一弁
「
一
一
然
風
一
①
一
五
六
四
松
岡
五
月
士
一

砂
に
カ
ニ
押
し
つ
け
て
い
る
章
一
①
一

O
O
村
L
叶
二
郎
一

一

②

一

O
O
綿
木
誇
衛
F

一

な

れ

の

{

等

に

柔

和

な

日

が

一

①

九

六

井

関

忠

夫

日

一

一

①

八

五

潜

水

鼓

♂

一

沈

む

大

平

貞

諒

一

⑦

七

O

満
野
政
酷
ち
ょ

一

①

一

五

四

黒

田

中

川

カ
ユ
釣
る
や
江
湖
と
は
古
き
川
一
一
①
五
一
一
一
大
西
秀
原

港

一

@

四

六

小

川

儀

一

流
木
の
こ

L

に
朽
ち
ゐ
て
カ
ェ
一
一

@

四

六

中

村

研

一

住
め
h
，

一

@

一

一

一

七

菊

地

敏

行

J
1
a

島

ヒ

肱

舟

一

梅
雨
の
月
金
仙
閣
を
出
て
仰
ぐ
一
@
一
三
五
米
川
清
一
二

一

@

コ

一

O

武

田

勇

梅
雨
情
や
龍
様
工
事
の
ト
ロ
定
一
一

⑬

一

ニ

O

綿
木
玉
男
'

る

一

⑮

コ

ス

)

矢

野

趨

プ

ノ

き
富
山
石
吟
一
社
ば
毎
週
半
露
目
一
@
一
一
九
岸
本
準
一
部
一
昨

夜

西

村

万

で

俳

句

社

を

催

し

て

一

@

二

九

辻

良

一

指

雪

い
ま
す
。
愛
好
者
は
ど
し
ど
し
一
⑬
一
プ
八
門
閏
清
右
吾
川
一
人
「

一

@

ご

七

三

好

百

俊

1
-

『

御

い

で

下

さ

い

。

「

ミ

一

以

下

翁

峰

山

u

一

ド

I
1
1
1寸
1
I
l
i
-
-
4川
川
リ

J
J支
え
て

白
〉
2
1

〉
l
E
F
ぺ

長

&

;

由

時

華

日

斗

¥

，h
J
J
r
-
1
J
凡

JTい
JhJ丸一一つハ二、
r
f
u
i

w
月
時
三
官
昨
f
b屯

-th

昭和二十九年度住民税

出
石
吟
世
間
人

久
保
舟
人

梅
雨
の
駅
?
出
て
援
品
円
院
や
骨
格

ね
行
く

梅
雨
蛸
を
プ
一
フ
ヲ
ト
ホ

1
ム
に

商
へ
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r

¥

、γ
久

vv

町
の
審
d

に

お

答

へ

口
頭
で
或
は
交
警
で
役
場
の

こ
と
に
関
し
皆
様
か
ら
頂
く
御

注
意
や
ら
苦
情
は
私
共
が
何
時

も
念
願
し
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ

の
グ
よ
り
よ
い
町
政
。
へ
の
瀕

励
と
し
て
最
も
露
軍
し
て
ゐ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
マ
個
人
的
役
問
題
に

つ
も
ま
し
て
は
夫
々
個
別
に
お

話
を
含
め
て
お
り
ま
す
が
全
般

的
な
性
格
を
持
っ
た
も
の
に
対

し
ま
し
で
は
、
本
紙
に
依
・
り
回

答
し
て
是
芭
す
べ
き
も
の
は

E

し
、
誤
解
や
認
識
不
十
分
な
も

の
は
、
お
互
に
諒
解
し
ム
口
ふ
践

に
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

圏
消
防
圏
に
つ
い
て

去
る
六
月
一
一
十
三
日
午
前
一
一

時
頃
の
火
災
に
於
け
る
消
防
自

動
車
の
活
動
に
対
し
、
御
意
見

が
投
書
さ
れ
ま
し
た
の
で
原
文

の
ま

L
そ
の
金
交
を
掲
げ
て
み

ま
せ
う
。

。
投
書
の
内
容

中
国
平
校
焼
失
の
場
合
と
云
へ

昨
夜
と
云
へ
消
防
(
常
設
)
の

活
動
は
全
く
あ
れ
で
は
我
々
町

民
が
安
心
し
て
く
ら
せ
ま
せ
ん

中
堕
の
場
合
は
条
件
も
悪
〈

や
む
を
得
ぬ
と
し
て
も
時
夜
の

活
動
は
も
う
少
し
常
時
の
心
掛

け
が
大
切
と
つ
く

A
X考
へ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
雨
が
無
か
っ
た

ら
大
事
に
な
づ
て
ゐ
ま
す
。

自
動
車
が
来
て
水
が
出
る
ま

で
ど
の
く
ら
い
の
時
聞
が
掛
っ

て
ゐ
ま
す
か
、
ホ
ー
ス
が
み
じ

か
い
、
い
や
畏
い
、
水
が
出
て

か
ら
も
号
、
一
度
止
め
ろ

i
i
i

あ
れ
を
見
で
は
此
の
消
防
に
大

切
な
町
を
あ
づ
け
る
の
は
全
く

不
安
で
す
。

重
ね
て
云
へ
ま
す
が
昨
夜
雨

が
無
け
れ
ば
町
の
大
半
を
焼
い

て
ゐ
ま
す
。
反
省
を
お
願
ひ
致

し
ま
す
o

(

町
民
〉

こ
れ
に
対
す
る
消
防
団
の
意

見
を
聞
い
て
み
る
と

。
全
く
意
外
で
す

今
度
の
火
災
に
つ
い
て
は
好
条

件
に
も
一
息
ま
れ
た
が
、
操
作
に

お
い
て
も
遺
憾
な
き
を
期
し
得

た
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
o

自
動
車
が
着
い
て
送
水
す
る

迄
は
三
分
以
内
で
あ
っ
た
と
確

信
し
ま
す
。

途
中
で
一
度
送
水
を
止
め
た

こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
れ
は
、

新
し
〈
購
入
し
た
ホ

1
ス
節
約

の
宮
崎
の
双
股
接
手
を
取
付
け
る

時
で
す
o

即
ち
消
火
の
要
諦
は

一
秒
で
も
早
く
火
点
に
送
水
す

る
こ
と
で
あ
り
、
あ
の
日
も
ホ

ー
ス
一
条
を
現
場
に
伸
ば
し
直

ち
に
送
水
、
次
い
で
別
の
一
条

を
他
方
か
ら
醍
置
し
て
お
い
て

送
水
中
の
ホ

1

ス
の
中
途
で
つ

な
い
だ
の
で
す
o

そ
れ
を
す
る

為
に
は
一
時
水
を
止
め
て
双
股

を
か
ま
せ
、
左
右
両
方
の
口
に

夫
々
の
ホ

1

ス
か
継
ぐ
こ
れ
で

二
台
の
ポ
ジ
プ
の
働
き
を
す
る

の
で
す
o

こ
れ
に
要
す
る
時
聞

は
一
分
と
か

L
り
ま
せ
ん
。
其

の
後
も
至
極
順
調
に
消
火
に
当

っ
た
の
で
す
が
。

と
不
思
顕
そ
う
に
窃
を
か
し

げ
て
い
た
。

更
に
懐
災
地
附
近
の
人
達
に

感
想
を
伺
ふ
と

。
時
間
的
な
点
で
は

何
分
か
か
っ
た
と
一
式
ふ
様
な
こ

と
は
設
に
も
判
ら
な
い
が
、

A
非
常
に
よ
く
や
っ
て
頂
い

た
。
感
謝
し
て
ゐ
る
O

B
気
が
あ
せ
っ
て
ゐ
る
か
ら

ポ
リ
J

プ
の
背
を
聞
い
て
か

ら
水
が
出
る
の
が
待
涼
し

い
思
い
が
す
る
の
は
当
然

だ
と
思
ふ
。

C
袋
の
中
の
様
な
所
だ
か
ら

火
点
に
行
き
着
く
の
に
暇

ど
っ
た
の
で
な
い
か
。

D
あ
ん
な
む
づ
か
し
い
場
所

へ
は
誘
導
す
る
人
が
つ
い

拭
ず
る
こ
と
が
出
来
ず
、
国
政
一
こ
う
し
た
事
実
は
、
供
出
の
一
国
は
新
か
る
観
点
に
於
て

の
上
に
大
ぎ
く
マ
イ
ナ
ス
を
来
一
責
任
の
伴
ふ
生
産
量
は
可
能
な
一
統
計
事
務
の
重
要
性
を
確
認
し

し
て
ゐ
る
o

一
限
り
の
過
少
報
告
で
誤
開
化
し
一
之
が
適
百
を
期
す
る
目
的
の
下

最
も
卑
近
な
例
が
彼
の
人
浩
一
そ
の
反
面
、
給
付
を
受
け
得
る
一
に
、
適
時
優
秀
職
員
の
表
彰
を

米
で
あ
る
。
不
足
食
績
の
補
ひ
一
権
利
の
生
ず
る
も
の
に
つ
い
て
一
行
ふ
こ
と
L
し
、
木
年
度
も
之

を
企
て
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
~
は
矢
た
ら
に
作
付
面
積
を
ほ
う
一
を
取
上
げ
て
、
喜
多
郡
二
十
六

れ
ら
の
機
械
は
全
国
で
大
あ
く
一
唱
さ
せ
て
、
国
の
数
字
を
混
乱
一
ケ
町
村
の
中
で
は
左
の
四
君
が

び
を
し
て
ゐ
る
o

而
も
国
民
は
一
に
陪
れ
た
結
果
で
あ
る
。
一
栄
の
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な

餓
死
し
な
い
の
で
ゐ
る
c

一
時
も
こ
号
し
た
や
り
く
り
を
一
り
、
来
る
一
一
十
五
日
和
や
か
な

こ
』
ま
で
は
ま
だ
忍
ぶ
と
し
一
と
手
に
指
導

T
L
得
る
人
?
以
一
一
種
に
本
巌
潟
な
照
彰
式
典
が
、

て
も
陪
対
不
足
の
数
字
に
対
処
一
っ
て
、
今
品
開
政
治
性
に
富
む
者
一
大
洲
町
に
民
て
行
は
れ
た
o

ず
る
為
に
は
、
砂
府
は
腐
り
か
一
し
し
し
て
尊
敬
す
る
旧
思
想
の
残
一
芭
し
い
続
計
に
基
く
科
学
的

け
た
小
麦
粉
や
、
妙
な
草
の
種
一
洋
を
心
外
に
思
ふ
。
一
な
適
E
な
国
政
が
布
か
れ
る
こ

子
の
混
っ
た
外
米
を
ば
〈
大
な
一

E
直
者
が
馬
鹿
を
見
る
。
農
一
と
を
渇
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
費
を
費
し
て
輸

λ
L
、
そ
の
一
民
も
よ
ろ
し
く
う
そ
を
つ
け
れ
一
(
交
資
在
記
者
)

結
果
生
じ
る
過
剰
食
糧
の
代
償
一
こ
の
悲
し
む
べ
き
指
導
暦
の
粛
十
一
受
賞
者
氏
名

と
し
て
は
、
徒
ら
に
国
民
の
胃
一
一
止
を
期
せ
ぬ
限
り
、
日
本
の
統
一

O
長

浜

町

六

鍋

奥

秋

袋
を
、
必
要
以
上
に
拡
大
し
、
一
計
に
は
信
が
お
け
ず
、
日
本
の
一

O
河

辺

村

大

森

高

知

旦
疲
れ
さ
せ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
一
行
財
政
は
百
常
を
矧
し
得
な
い
一

O
新
谷
村
矢
野
コ
一
幸

る

。

一

の

で

あ

る

。

一

。

関

設

村

長

野

徳

議

阻
圏
三
三
一
-
=
図
個
こ
一
=
-
三
一
留
置
E
=
=
E
図
圏
三
=
三
一
一
回
図
-
-
E
E
Z
悶
悶
三
三
三
町
四
圏
三
三
日
三
国
盟
主
三
=
=
国
閣
=
=
-
E
=
園
周
三
三
三
-
国
国
=
=
三
一
山
町
一
白
図
=
=
三
三
回
掴
-
一
二
芝
主
商
圏
Z
-
3
Z
E

新

議

見

調

唱

ギ

で

一

お

猿

さ

ん

の

出

来

る

ハ

エ

退

治

一

名

前

が

き

4
4

・

『

i

ー

一

b
ノ
品
仇

1
し
北
ド
ハ

お
そ
ろ
し
い
低
染
病
の
媒
介
一
て
い
下
さ
い
。
ウ
ジ
虫
発
生
を
一

を
す
る
「
ハ
エ
」
退
治
に
新
し
一
防
ぐ
に
は
潜
〈
べ
き
効
果
、
を
上
一
前
号
下
一
募
集
し
ま
し
た
水
族

い
方
法
を
研
究
実
験
し
て
お
り
一
げ
て
ゐ
ま
す
。
一
舘
の
お
猿
さ
ん
の
名
前
は

ま
す
o

一
月
に
一
回
か
一
一
回
こ
れ
を
契
一
ち
ょ
う

;
既
約
は
「
ヨ
モ
ギ
」
で
す
o

一
↑
行
ず
る
こ
と
に
依
つ
℃
ハ
エ
の
一
お
す
「
長

3
'
A
」

今
が
一
番
よ
〈
繁
茂
し
て
治
る
一
ぽ
〈
滅
が
期
他
行
さ
れ
ま
す
o

全

一

は

ま

a

あ
の
「
ヨ
モ
ギ
」
を
、
一
一
お
二
戸
残
ら
ず
実
絞
さ
れ
る
懐
希
望
一
め
す
「
漬
ち
ゃ
ん
」

に
し
て
み
便
所
の
中
に

F
グ
ま
一

-
u
.
u
ま
す
り
J

古
木
疋
一
氏
寄
U

一
と
き
ま
り
ま
し
た
o
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a
d

守弘一争、て
お
ら
ね
ば
い
か
ん

等
々
で
あ
り
、
当
夜
最
も
沈
着

に
ポ
ジ
プ
が
来
る
迄
パ
ケ
グ
送

水
し
て
類
焼
を
漆
閉
し
て
ゐ
た

と
云
ふ

S
氏
の
話
回
る
と
こ
ろ
に

依
る
と
「
火
事
全
般
に
つ
い
て
云
ふ

と
才
一
サ
イ
レ
ジ
が
お
そ
か
っ

た
o

通
信
連
絡
の
点
で
諮
問
処
が

望
ま
し
い
?
サ
イ
L

Y

か
ら
自

動
車
が
来
る
迄
の
時
聞
は
早
か

っ
た
o

送
水
泡
の
時
聞
は
現
場

の
状
況
が
見
へ
な
か
う
た
の
で

何
と
も
云
へ
な
い
o

何
分
露
絡
も
な
い
す
り
鉢
の
底

の
擦
な
場
所
だ
か
ら
火
点
に
行

き
着
く
の
が
困
難
で
あ
っ
た
ら

う
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
倫
同
氏

の
希
望
と
し
て
は
、

①
必
要
度
に
応
じ
て
放
水
の
力

を
加
減
し
て
、
火
よ
り
水
に

依
る
被
害
が
多
か
っ
た
と
云

う
綴
な
こ
と
が
な
い
践
に
し
て

欲
し
い
。

①
服
装
や
訓
練
は
実
践
的
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。
あ
の
夜
一
人

だ
け
、
刺
子
の
開
巾
を
か
ぶ

っ
て
ゐ
る
人
を
見
受
け
た
。

①
所
詔
禰
次
馬
が
多
く
て
消
防

団
の
活
動
を
妨
げ
る
こ
と
甚

だ
し
い
o

一
般
民
衆
の
火
災

常
散
の
昂
揚
が
望
ま
し
い

等
々
で
あ
っ
た
。
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宅
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十
二
戸
に
対
す
る

申
込
は
六
月
二
十
五
日
?
以
っ

て
締
切
り
、
直
ち
に
希
筆
者
三

十
四
名
の
突
態
調
査
を
行
ひ
、

詮
衡
委
員
会
の
時
間
十
経
て
ス
居

者
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
日

本
号
締
切
山
市
一
に
は
間
に
合
は
た

か
っ
た

1
1
0
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断

り

く〉
3示

過
般
畏
浜
小
間
母
校
の
先
生
方

の
中
国
、
北
九
州
方
面
へ
の
研

修
旅
行
が
行
は
れ
、
そ
の
旅
行

記
を
寄
稿
し
て
頂
い
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
.

本
号
に
掲
鼓
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
o

甚
だ
悶
済
み
ま
せ
ん
が
欠
号

ま
で
お
待
ち
願
ひ
ま
す
。
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